
建設産業担い手確保・育成コンソーシアムに係る広報について

コンソーシアムの広報は、建設産業戦略的広報推進協議会（以下、「広報協議会」）、
建設産業人材確保・育成推進協議会（以下、「人材協」）と連携の上、「建設現場へ
GO!」等のWEBサイトによる展開を中心として、その他、広報イベントの開催等を含めて積
極的に取り組むこととします。本WEBサイトは、建設産業団体、行政機関、建設企業等が
個々に広報している若年入職促進等に資する様々な情報に対するリンクや、コンソーシアム
が制作したコンテンツ等を掲載すること等により、若年者やその保護者、教育関係者等が
建設産業を知る際のポータルサイトとなることを目指します。本年度、本WEBサイトを拡充
した代表的なコンテンツを紹介します。
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若年者にとって、建設業というと一括りに物をつくる仕事とし
か理解されておらず、建築工事と土木工事の違いや総合建設
業者と専門工事業者のそれぞれの役割・仕事の内容の違い
等が正しく理解されていません。
本WEBサイトでは、工事の種類や建設現場における様々な

職種の紹介や実際に働いている技術者（監督さん）や職人さ
んたちへのインタビュー等を通じて、より建設業を身近に感じ
てもらうことを目指すとともに、関心を持った者には、就職に
向けた手がかりとなる情報発信に努めます。
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建設産業は、男の職場というイメージが強いため、まだ
まだ女性の入職者が少ないのが現状です。本ホームページ
では、既に建設産業で活躍している働く女性の姿や応援して
いる人たちを紹介することにより、女性の入職促進を目指て
います。
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本WEBサイトは、コンソーシアムの活動を関係各機関
に周知することを目的として、コンソーシアムの活動の
掲示やコンソーシアム構成員等における若年入職促進
活動の事例の紹介、講師DB等を掲載していきます。

③講師DB

②担い手確保・育成
取組事例集

＜制作予定＞
①コンソーシアムや
地域ネットワーク等
の活動報告

④入職・定着状況等
の統計資料 ４



建設現場へGO!をより多くの若年者やその保護者、教育関係者等に見てもらうことを目的として、関係機関
等のWEBサイトに建設現場へGO!を認知・誘導するためのロゴマーク、更に関係機関におけるイベント、ポス
ター、チラシ、名刺等に印字してもらうためのロゴマークを制作・提供しています。

＜ロゴマーク例＞＜ロゴマーク使用規程と禁止事項例＞

スマートフォン等でＱＲ
コードを読み取ると「建
設現場へＧＯ！が開く」
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コンソーシアム、広報協議会、人材協との連携による広報活動について
（H26年度下期に実施予定）

○建設産業団体等における担い手確保・育成事例の収集・紹介（WEB版事例集）

全国の建設産業団体が実施した担い手確保・育成に資する取り組みをWEB上に構築した報告フォーム
に入力、併せて写真等を登録いただくことにより、事例集を制作。本情報を蓄積の上、関係機関の間
で情報共有することにより各者が実施する取り組みの参考となることを目指す。

（１）施工体系図を活用し、建設現場が多くの人たちのチームワークにより成り立っていることを紹介

建設現場においては、様々な職種の職人が分業し、チームで仕事していることを伝えるため、施工
体系図を活用して、わかりやすく紹介するとともにそれぞれの職種の仕事のイメージを膨らませてもら
うことを目的として各職種の仕事風景、現場写真を中心に紹介。

（例：鉄筋工事業の仕事現場）

（２）専門工事業の職種紹介の拡充

現在、専門工事7職種について「若手」の仕事内容やインタビュー記事を中心に掲載、今後、順次「中
堅」、「ベテラン」の仕事内容やインタビュー記事を拡充する。

○建設産業で働く女性に対するインタビュー取材を３ヶ月に一度実施し、これを本サイトにて紹介。

○関東の工業高校において、行政機関、技術者、技能者が一緒に訪問し、それぞれが建設業の魅力を発信す
るための出前講座（工業高校キャラバン）を実施。
本年度は４校５回実施（熊谷工業高校、大宮工業高校、東総工業高校、田無工業高校）。 ６



○第３回国連防災世界会議仙台（平成27年3月）の関連イベントとして募集されているブース展示を活用し、

（一社）宮城建建設業協会との共催により建設業の役割、魅力を発信するためのパネル展を開催。本関連
イベント全体で４万人の来場見込み。

○建設現場へGO!等の情報更新を行った際に関係機関や一般閲覧者にそれを周知する方法として、

「情報更新自動メール発信」を行うこととしています。幹事会委員の皆様には後日、登録するメール
アドレスをご報告いただきたく、ご案内をする予定としています。
なお、一般向けの情報配信サービスも検討していく予定としています。
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